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1 節 はじめに 
本稿では Society5.0 に基盤を与える AI をいかなる基準で評価すべきかについて示唆
を与えることを目的として設定する。 
そしてこの目的を遂行するために、バークリによる幼少より目が不自由な人の国 a 
nation of men blind from their infancy についての議論（以下幼少より目が不自由な人
を BI、バークリによる幼少より目が不自由な人の国についての議論を NBI）とそれを巡
る考察を参照する。 
Society5.0 に基盤を与える AI と NBI というミシンとこうもり傘ほど異なる事柄を並
置する方法を採るには、次のような理由がある。手術台となるのは、両者の類似性である。
後に確認されるように、Society5.0 に基盤を与える AI と NBI に基盤を与える存在者は、
前者がこれから備えるべきであり、後者が既に備える性質という観点から類似している。
この類似性は、バークリによる NBI を巡る考察が Society5.0 に適用可能であることを示
している。これらのことを踏まえて、本稿では、NBI とそれを巡るバークリによる考察を
参照することで、Society5.0 に基盤を与える AI を評価する基準についての示唆を与える
ことができると判断した。 









本稿ではこの指摘を鑑み、第 5 期科学技術基本計画を取り扱った。第 5 期科学技術基
本計画を取り扱うことは、本稿が次のようにして現場の研究者たちのニーズを二重にく
み取ることとなる。 
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Society5.0 がもつ本質的な側面を確認することで、その基盤となる AI が本質的に備えて
いなければならない性質を明らかにしていく。3 節では NBI を巡る考察を参照する準備
段階として、NBI がもつ構造は明らかにされる。4 節では 3 節で得られた NBI がもつ構
造に基づいて、NBI を巡る考察が参照される。そして 5 節では Society5.0 に基盤を与え
る AI の評価についての示唆が NBI を巡る考察から引き出される。 
2 節 Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質 
本節では第 5 期科学技術基本計画、その概要、及び内閣府の web ページでの記述内容
を読み解くことによって、Society5.0 が AI を基盤としていることをまず確認し、その後
で Society5.0 が基盤とする AI が備えていなくてはならない三つの性質を抽出する。そ
してそれらを Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質としてまとめていく。 




ことが謳われている3。この「超スマート社会」が Society5.0 である。 
内閣府の web ページに依れば、Society5.0 という概念では、現在の情報社会を
Society4.0 として、それ以前に現れた社会システムそれぞれを狩猟社会は Society 1.0、
農耕社会は Society 2.0、工業社会は Society 3.0 とする。そして Society4.0 である情報
社会では、「知識や情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であるという問題」が
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を超えた AI」の実現が挙げられている6。 
これらの記述内容から以下の事柄を抽出することができる。まず Society5.0 は AI を
基盤としている。つぎにその AI は Society5.0 が成立するためには人間を超えた能力を
もっていなければならない。これを Society5.0 が基盤とする AI が備えていなくてはな




既にみてきたように性質 1 を原因として、Society4.0 では解決できなかった「知識や
情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であるという問題」が解決されて、
Society5.0 が成立する。そのように成立する Society5.0 の具体的な姿を「第 5 期科学技









Society5.0 が基盤とする AI は互いに異なる空間を結び付け、言葉を介して人間に提案や
指示をおこなうことで、「知識や情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であると
いう問題」を解決し、Society5.0 を成立させると言うことができる。このように言うこと










ここで Society5.0 が Society4.0 と袂を分かち Society5.0 として成立するためには、
Society4.0 が解決できなかった「知識や情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分
であるという問題」を解決しなくてはならないとされていたことを想い起そう。すると性
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質は将にこの問題を解決するために必要であることを自ずと理解することができる。こ
の意味で性質 2 は Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき性質であると考えることが
できる。 
このように性質 1 を原因として性質 2 を成し遂げ、Society4.0 で解決できなかった「知
識や情報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であるという問題」を解決することで
Society5.0 が成立する。内閣府による web ページでは、このように成立した Society5.0
は「これまでには出来なかった新たな価値」を創出するとされている。「これまでに出来
なかった」という文言が示すように、この新たな価値の創出は、それまでにない社会とい
う Society5.0 が Society5.0 として成り立つために必須である。このように考えれば、次
のような Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき性質 3（以下性質 3）を挙げることが
できる。 
 
 ＜性質 3＞：新たな価値を創出する 
 
さて性質間の関係を念のために整理すればつぎのようになる。性質 1 を原因として性
質 2 は実現し、性質 2 が実現することによって性質 3 が起こる。これらの関係にも留意
しながらまとめれば、Society5.0 が基盤とする AI は以下のような特質を備えるべきであ
る。 
 
 ＜Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質＞ 




第 5 次科学技術基本計画が進行中である現在では、Society5.0 が基盤とする AI は未だ登
場していない。しかし、時代を遡ると Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質を備
えた存在が基盤とした社会が既に選択肢に入っているという主張がある。順を追ってこ
の主張をみていくことにしよう。 
3 節 NBI がもつ構造 
本節ではバークリによる NBI を巡る考察を参照する準備作業として、『アルシフロン』
第四対話で提示される NBI がもつ構造を瞥見することで、それが基盤とする存在者を明
らかにし、Society5.0 が基盤とする AI とその存在者もつ類似性を確認する。 
NBI は『アルシフロン』第四対話で示される。『アルシフロン』は 1732 年に出版され
た。七つの対話からなる対話篇で、主な登場人物は、ディオン、リュシクレス、アルシフ















て神の存在を証明する（Berkeley 1948-1957, Vol. III:148-162）。そして第三の部分では、
神の存在証明を認めたとしても、そこで用いられた言葉の意味が不明確であり、実効性は













us suppose a nation of men blind from their infancy, among whom a stranger 













Berkeley (1948-1957, Vol. III: 161)、〔〕内は著者の挿入。 
 
引用箇所での展開を大まかに確認していこう。最初の発言でアルシフロンは自らの疑問



















ちは NBI 導入時点で視覚が神の言語であるとする説を前提として考えていると言える。 








視覚という神の言語を介した神を基盤とする BI と非 BI である旅人の関係＝預言と











質 1 をもつと言える。 
 
NBI が基盤とする神は、＜性質 1＞：人間を超えた能力をもつ 
 
つぎに NBI で示される二つの関係それぞれで神は具体的にどのような機能を果たして
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う文言から明らかなように小粒な哲学者は、もともとは現世という空間のみを生きてお











そして NBI では BI も小粒な哲学者をはじめとする人間も驚くとされている。BI と非
BI である旅人の関係についての記述をみれば明らかなように、この驚きは自らには可能
でないが、なにか新しく素晴らしいことが実現されたことへの驚きである。このことは




NBI が基盤とする神は、＜性質 3＞：新たな価値を創出する 
 







比較のために Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質と並置して示せば以下のよ
うになる。 
 
＜Society5.0 が基盤とする AI が備えるべき特質＞ 













4 節 NBI を巡る考察 
本節では前節での NBI がもつ構造の分析を踏まえて、バークリによる NBI を巡る考察
を再構成していく。 
NBI の導入は、『アルシフロン』第四対話がはじめてではない。それは 1709 年に出版
された『視覚新論』にもみられる。しかし、『アルシフロン』第四対話における NBI と『視
覚新論』における BI についての議論は重要な点で異なっている。これを確認するために、









『視覚新論』における BI についての議論は、単に BI が非 BI である案内人に案内される






前節でみたように、NBI は BI と非 BI の関係と預言者と小粒な哲学者をはじめとする
人間の関係が相同性をもつという構造をもっていた。『視覚新論』における BI について
の議論と比較すると明らかなように NBI では、BI の国という概念が付加されている。こ
れらのことから預言者と小粒の哲学者をはじめとする人間の関係にも、国という概念が
付加されていたと考えることができる。神を基盤として、非 BI である旅人が到来するこ






社会工学的な側面が NBI にはあると解釈することができる。 
この社会工学的な側面は、NBI が基盤とする神を考え合わせるとより明確になる。既


































































や編集者に同意していると言いますか。Berkeley (1948−1957, Vol. III: 224) 
 


















































があることは平明であると考える。Berkeley (1948−1957, Vol. III: 161) 
 
ここで視覚という神の言語は、叡智 wisdom と必然的結合があるとされる。このことと




















以上の考察を踏まえると、NBI での NBI が基盤とする神とまったく同じ位置に
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Society5.0 に対して居る Society5.0 が基盤とする AI をいかに評価するかについて以下
のような示唆を得られる。 

















2 第 5 期科学技術基本計画本文 1 頁 







10 例えば Berman (2005:86-87)を参照。 
11 ここで注意をすべきことは、未だ実現していない Society5.0 に基盤を与える AI と異な
って、ここでの神は既に必要とされる性質を備えているということである。だからこ
そバークリによる NBI についての考察を参照することで将来実現する Society5.0 に基
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